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研究分野：精神保健学 

科研費の分科・細目：健康・スポーツ科学・応用健康科学 
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１．研究計画の概要 

本研究の目的は、わが国の一般労働者集団

を対象として、うつ病を中心とした気分障

害・不安障害の第一次予防（発症予防）にお

ける個人向けアプローチと職場環境改善ア

プローチとを組み合せたストレス対策の有

効性を 2.5 年間の大規模な無作為化比較試験

によって評価することである。また、副次的

な目的として、上記ストレス対策の効果が遺

伝素因（セロトニントランスポーター遺伝子

多型など）によって異なるかどうかを検証す

る。 

 

２．研究の進捗状況 

(1) 労働者を対象とした個人向けプロ

グラムおよび職場環境改善を通じたス

トレス対策プログラムについてメタア

ナリシスを実施し、それぞれのプログラ

ムを開発した。また効果評価のために

WHO統合診断面接調査 (CIDI)の訓練お

よびWeb-CIDIうつ病セクション版を開

発した。  

 

(2) 介入群に対して介入を継続し、効果

評価のための面接および質問票による

フォローアップ調査を実施した。一部対

象者から血液サンプルを収集し、血清指

標の測定および5-HTTLPR多型他の遺

伝子解析を実施した。  

 

(3) 中間解析により、介入の効果が不

十分であることが推測されたため、より

効果的な介入プログラムを追加するこ

ととし、研究計画を一部変更してその開

発を行い、e-ラーニングによる個人向け

ストレスマネジメントの新しいプログ

ラムをほぼ完成した。  

 

３．現在までの達成度 

③やや遅れている。 

(1) 平成 21 年 10 月から平成 22 年３月の

予定で個人向けプログラムおよび職場環境

改善プログラムを実施していたところ、協力

予定事業場が業績悪化による人員削減等の

ため、６ヵ月の遅延が発生した。 

 

(2) 中間解析により、介入の効果が不

十分であることから個人向けプログラ
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ムの追加のための準備作業を行った。  

 

４．今後の研究の推進方策 

 より効果的なプログラムを導入して介入

群に対して介入を継続し、また介入群、

対照群の双方に対して効果評価のため

の面接および質問票によるフォローア

ップ調査を実施する。2012 年度には予

定どおり最終解析を実施する。  

 

５. 代表的な研究成果 

（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に

は下線） 
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